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(54)【発明の名称】 発光ディスプレイ及び発光ディスプレイの製造方法

(57)【要約】
【課題】有機ＥＬ材料を用いた発光ディスプレイの寿命
が短い。
【解決手段】ＩＴＯ電極２５上に形成される発光部の電
極形状を滑らかにする（例えば図５に示すような円形
状）ことにより電界の集中を防ぎ劣化を防ぐことができ
る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】トランジスターと、
前記トランジスターに接続された電極と共通電極との間
に挟まれた発光材料と、を含む発光ディスプレイであっ
て、
角のない形状を有する、複数の発光部を備えているこ
と、
を特徴とする発光ディスプレイ。
【請求項２】トランジスターと、
前記トランジスターに接続された電極と共通電極との間
に挟まれた有機EL層と、を含む発光ディスプレイであっ
て、
角のない形状を有する、複数の発光部を備えているこ
と、
を特徴とする発光ディスプレイ。
【請求項３】請求項１または２に記載の発光ディスプレ
イにおいて、
前記複数の発光部の各々は、角をとった電極により形成
されること、
を特徴とする発光ディスプレイ。
【請求項４】請求項１または２に記載の発光ディスプレ
イにおいて、
前記発光部の各々は、角がとられた形状を有する絶縁膜
により形成されること、
を特徴とする発光ディスプレイ。
【請求項５】請求項１に記載の発光ディスプレイにおい
て、
前記発光材料はインクジェットプリンティングにより配
置されること、
を特徴とする発光ディスプレイ。
【請求項６】請求項２に記載の発光ディスプレイにおい
て、
前記有機EL層はインクジェットプリンティングにより形
成されること、
を特徴とする発光ディスプレイ。
【請求項７】請求項２に記載の発光ディスプレイにおい
て、
前記発光部には、ホール輸送層または電子輸送層がさら
に形成されていること、
を特徴とする発光ディスプレイ。
【請求項８】請求項１乃至７のいずれかに記載の発光デ
ィスプレイにおいて、
前記角のない形状は、円形または楕円であること、
を特徴とする発光ディスプレイ。
【請求項９】トランジスターと前記トランジスターに接
続された電極とを備えた基板上に、角のとられた形状を
有する絶縁膜を形成した後、発光材料を配置し、角のな
い形状を有する、複数の発光部を形成すること、
を特徴とする発光ディスプレイの製造方法。
【請求項１０】請求項９に記載発光ディスプレイの製造
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方法において、
前記発光材料の配置をインクジェットプリンティングに
より行うこと、
を特徴とする発光ディスプレイの製造方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は発光ディスプレイに
係わり、更に詳しくは、有機発光材料を用いた発光ディ
スプレイに関する。
【０００２】
【従来の技術】近年液晶表示体がワードプロセッサー、
パーソナルコンピュータ等の表示部として盛んに用いら
れている。この液晶表示体は非発光素子であり明るさの
点、特に反射型ディスプレイで用いる時問題となってい
る。ここへきて薄型、軽量の特徴を有す有機の発光材料
（以後有機ＥＬ材料という）を用いた発光ディスプレイ
が注目されている。
【０００３】この発光ディスプレイの断面図を図１に示
す。図において１はアルミニウム電極を、２は有機ＥＬ
材料を、３はＩＴＯ透明電極を、４はガラス基板を、５
は電源をそれぞれ示す。この発光ディスプレイの作成方
法は以下の通りである。まず、透明基板上にスパッター
法、蒸着法等によりＩＴＯ等の透明電極の薄膜を付け
る。この後、ホトリソグラフィー法等により所望の形状
の電極とする。しかる後、スピンコート法、蒸着法等に
より有機ＥＬ材料をコートし発光層を形成する。更に仕
事関数の低い金属、例えば、マグネシウム、アルミニウ
ム、リチウム等、あるいはこれら金属の合金を蒸着、ス
パッタ法等によりとばすことにより対向電極を得ること
が出来る。以上が基本の工程であるが、発光効率を上げ
るために、更に透明電極を付けた後に、ホール輸送材
料、例えばＮ，Ｎ’－ジフェニル－Ｎ，Ｎ’－（２，４
－ジメチルフェニル）－１，１’－ビフェニル－４，
４’－ジアミンを蒸着法等により付けても良い。また有
機ＥＬ材料を付けた後、電子輸送材料を、例えば２－
（４－ビフェニル）－５－（４－ｔｅｒｔ－ブチルフェ
ニル）－１，３，４－オキシジアゾールを付けても良
い。
【０００４】この対向する２種の電極に電界を印加する
事により発光させることが出来る。この発光ディスプレ
イの特徴として、１０ボルト以下の低電圧で駆動できる
事がある。この有機ＥＬ材料を用いた発光ディスプレイ
は将来有望な技術であるが、しかし、寿命が短い欠点が
あった。発光ディスプレイの寿命としては色々考えるこ
とができる。例えば有機ＥＬ材の劣化により、電流値の
増加も考えることが出来る。しかし電流値の増加は外観
的には問題ないのでここで考える寿命として発光部の部
分的劣化や発光部の不均一性がでた時をその発光ディス
プレイの寿命とした。このように寿命を定義したとき、
有機ＥＬ材料を用いた従来の発光ディスプレイの、最初
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に、発光部の周辺が劣化、黒化するか、あるいは周辺と
中央部に発光強度の不均一が見られる時間は、電流値が
増え始める時間より長くなるが、それでも液晶表示体の
寿命に比べたらかなり短いものになる。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】本発明はこのような有
機ＥＬ材料を用いた発光ディスプレイの寿命が短いとい
う問題を解決するためになされたもので、その目的は従
来の作成方法をあまり変えることなく、有機ＥＬを用い
た寿命の長い発光ディスプレイを提供するためになされ
たものである。
【０００６】
【課題を解決するための手段】上記課題を解決するため
に、本発明の第１の発光ディスプレイは、トランジスタ
ーと、前記トランジスターに接続された電極と共通電極
との間に挟まれた発光材料と、を含む発光ディスプレイ
であって、角のない形状を有する、複数の発光部を備え
ていること、を特徴としている。上記の発光ディスプレ
イにおいて、前記複数の発光部の各々は、角をとった電
極により形成されていてもよい。上記の発光ディスプレ
イにおいて、前記発光部の各々は、角がとられた形状を
有する絶縁膜により形成されていることが好ましい。上
記の発光ディスプレイにおいて、前記発光材料をインク
ジェットプリンティングにより配置してもよい。
【０００７】本発明の第２の発光ディスプレイは、トラ
ンジスターと、前記トランジスターに接続された電極と
共通電極との間に挟まれた有機EL層と、を含む発光ディ
スプレイであって、角のない形状を有する、複数の発光
部を備えていること、を特徴とする。本発明の第２の発
光ディスプレイにおいて、前記複数の発光部の各々は、
角をとった電極により形成されるようにしてもよい。本
発明の第２の発光ディスプレイにおいて、前記発光部の
各々は、角がとられた形状を有する絶縁膜により形成さ
れることが好ましい。本発明の第２の発光ディスプレイ
において、前記発光材料をインクジェットプリンティン
グにより配置してもよい。本発明の第２の発光ディスプ
レイにおいて、前記発光部には、ホール輸送層または電
子輸送層がさらに形成されていることが好ましい。
【０００８】上記の発光ディスプレイにおいて、前記角
のない形状は、円形または楕円であってもよい。
【０００９】本発明の発光ディスプレイの製造方法は、
トランジスターと前記トランジスターに接続された電極
とを備えた基板上に、角のとられた形状を有する絶縁膜
を形成した後、発光材料を配置し、角のない形状を有す
る、複数の発光部を形成すること、を特徴とする。上記
発光ディスプレイの製造方法において、前記発光材料の
配置をインクジェットプリンティングにより行うことを
特徴とする。
【００１０】本発明は発光部の形状をなめらかにするこ
とにあり、発光部の形状は以上のべた他にも考えられる
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ことは自明のことである。また有機ＥＬ材料、絶縁材料
等の材料も色々考えることは出来、また電極の形状作成
方法もリソグラフィー法等以外にも色々考えることが出
来る。
【００１１】
【発明の実施の形態】以上のべた様に発光部をなめらか
な曲線にすることにより、電界集中が起きなくなり、局
所的な劣化や輝度の不均一さが解消できる。このため発
光ディスプレイの寿命を延ばすことができる。このよう
な簡単な方法で従来の発光ディスプレイの寿命を延ばす
ことが出来る。以下実施例により本発明を詳細に説明す
る。
【００１２】
【実施例】（実施例１）図２、図３にセグメント駆動の
電極例を示す。図２は従来の発光ディスプレイに用いた
電極の例、図３は本発明の発光ディスプレイに用いられ
た発光ディスプレイの電極の例である。図において１
１、１４はセグメント電極を、１２、１５は引出し線
を、１３、１６は基板をそれぞれ示す。電極の形状はリ
ソグラフィー法により作成した。このような電極を有す
ガラス基板の上にスピンコート法によりポリパラフェニ
レンビニレンの０．１ミクロンの膜を作成した後、アル
ミニウム金属を１５００オングストローム蒸着した。こ
のようにして得た発光ディスプレイに１０Ｖの直流印加
で、条件を一定にし、寿命試験を行ったところ従来の発
光ディスプレイは１０００時間で発光部の周辺部が劣化
したが、本発明の発光ディスプレイは変化がなかった。
【００１３】（実施例２）図４、図５にマトリクス駆動
発光ディスプレイの電極周辺の一部を取り出して示す。
図４は従来の発光ディスプレイに用いた電極周辺の例、
図５は本発明の発光ディスプレイに用いられた発光ディ
スプレイの電極周辺の例である。図において２１、２５
はＩＴＯ電極を、２２、２６は絶縁層を、２３、２７は
基板を、２４、２８ＴＦＴ素子を、２９は絶縁膜をそれ
ぞれ示す。図５に示す本発明に用いられる絶縁膜は、矩
形上に形成されたＩＴＯ電極を有すＴＦＴ素子をのせた
基板上に、ホトレジスト材料を全面に塗布した後、フト
リソグラフィー法によりＩＴＯ電極上のレジスト材料を
円形に除去することにより得られる。このようなレジス
ト材料により周辺を覆われたＩＴＯ電極上にポリパラフ
ェニレンビニレンが０．１ミクロンの膜を形成するよう
にポリパラフェニレンビニレンの前駆体溶液をインクジ
ェットプリンティング装置により充填し、焼成した。
尚、従来の発光ディスプレイの電極上にはスピンコート
法によりポリパラフェニレンビニレンの膜を形成し、焼
成した。二方法により有機ＥＬ層を形成、焼成後、アル
ミニウム金属を１５００オングストローム蒸着し、対向
基板とした。このようにして得た発光ディスプレイを、
条件を一定にし、寿命試験を行ったところ、従来の発光
ディスプレイは１１５０時間で、発光部の周辺部が劣化
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したが、本発明の発光ディスプレイは劣化しなかった。
【００１４】以上述べたように発光部の形状をなめらか
にすることにより、発光ディスプレイの寿命を延ばすこ
とが出来る事がわかった。
【００１５】本発明の方法は、本発明の要旨を逸脱しな
い限り、上記以外の、その他のなめらかにする方法、絶
縁材料，有機ＥＬ材料等に適用できるものである。
【００１６】例えば、実施例では高分子系の有機ＥＬ材
料を用いたが低分子系の有機ＥＬ材料についても適用で
きるものである。またインクジェットプリンティング装
置により赤、緑、青の三色の有機ＥＬ材料を飛ばすこと
によりフルカラーの発光ディスプレイを作成できること
は自明のことである。また発光効率を上げるためにホー
ル輸送層や電子輸送層を形成出来ることも自明のことで
ある。
【００１７】
【発明の効果】以上実施例で説明したように従来の方法
をあまり変更することなく、単に発光ディスプレイの発
光部の形状をなめらかにするだけで、発光ディスプレイ
の寿命を延ばすことが出来る。
【図面の簡単な説明】
【図１】発光ディスプレイの断面図。
【図２】従来のセグメント駆動用発光ディスプレイの電
極の正面図。
【図３】本発明のセグメント駆動用ディスプレイの電極
の正面図。 *
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*【図４】従来のマトリクス駆動用発光ディスプレイの電
極周辺の断面図。
【図５】本発明のマトリクス駆動用発光ディスプレイの
電極周辺の断面図。
【符号の説明】
１・・・・アルミニウム電極
２・・・・有機ＥＬ層
３・・・・ＩＴＯ電極
４・・・・ガラス基板
５・・・・電源
１１・・・セグメント電極
１２・・・引出し線
１３・・・基板
１４・・・セグメント電極
１５・・・引出し線
１６・・・基板
２１・・・ＩＴＯ電極
２２・・・絶縁層
２３・・・基板
２４・・・ＴＦＴ素子
２５・・・ＩＴＯ電極
２６・・・絶縁層
２７・・・基板
２８・・・ＴＦＴ素子
２９・・・絶縁膜

【図１】 【図２】 【図３】

【図４】 【図５】
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